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2017年9月27日 重要性が高まる『素材技術』 
2017年9月19日 『フランクフルト・モーターショー』の注目点は？ 
 

 『5G』は、その特性を生かして様々な分野への活用が期

待されます。高速・大容量化による大容量の動画などの

利用拡大、低遅延、遠隔操作に適した通信網という特

性を生かした自動運転、遠隔医療、多数同時接続の

特性を生かしたIoT（モノのインターネット）などがあげら

れます。 

 レベル4の自動運転車（一定の条件下で人間に変わっ

てシステムが運転責任を担う）は、車同士が互いの位

置や情報を伝える機能や遠隔監視・制御など様々な機

能が必要になります。わずかな通信の遅延が大きな事故

につながりかねません。低遅延で遠隔操作に適した

『5G』が、自動運転には欠かせないのはこのためです。 

『5Ｇ』に向け自動運転など様々な技術開発が加速 

2017年9月29日 

『5G』とは第５世代移動通信のことで次世代の無線通信の通称です。通信規格は約10年ごとに世代交代し

てきました。『5G』では一層の高速、大容量が可能となるためデータを送る際の遅延がほぼなくなり、機械の遠

隔操作などへの活用が見込まれています。2020年頃とみられる商用サービス開始に向けて、『5G』のメリットを

生かした活用について自動運転など様々な分野で技術開発が加速すると見られます。 

（No.2,171） 
〈マーケットレポートNo.5,646〉 

 自動車各社がレベル4の自動運転車の販売を目指すのは2020年頃の見込みです。同時期にサービスを開始

する『5G』は、自動運転車の高性能化を支えると見られます。また自動運転以外でもスマホ、医療、警備などで

『5G』の機能を活用した技術開発が加速すると見られます。 

 『5G』の商用サービスは2020年頃が予定されていますが、その特長は高速・大容量、低遅延、多数同時接

続などです。4Gに比べ最大で約100倍の高速・大容量を目指しています。低遅延とはデータのやり取りが瞬

時に行われるということです。手元の操作が遅滞なく遠隔地にも反映されるため遠隔操作に適しています。多

数同時接続とはより多くの機器が基地局に接続できるようになることです。このように、『5G』の機能は4Gに比

べて大幅に進化します。 

特長は高速・大容量、低遅延、多数同時接続 

2020年ごろから商用サ－ビス開始の見込み 

『5G』を活用した技術開発が様々な分野で加速 

『5G』は様々な分野への活用が期待される 
 『5G』により完全自動運転への期待が高まる  
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